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(前 映 及 び 下 化 〕 

終 令 末期 た 近づく と 体長 が 30~35mm 程度 縮み 動作 が 緩慢 に な る . 体 色 
は 薄く 灰色 に な り 表 皮 が 浮上 っ て 見 える . 適当 な 場所 達する と 糸 を か が っ 
て ぶら 下り 前 蝶 に な る . 形 は 他 の ヒョウ モン チョ ツウ 見 られ る 形 で 約 2 日 を 
経て 踊 た なる. 幅 化 場所 は 全 育 の も の は 餅 育 箱 の 天 井 裏 に 由 化 する も の が 多 
く , 食 草 や 入れ た 小枝 等 に する も の は 稀 で あっ た . 野外 で の 発見 は 困難 で く 
さわ れ ら の スス キ の 基部 に か らん だ スズ メ ノ エ ンド ウ を 由 化 し て いる 1 例 を 稔 
察し た の み で ある . 

【 下 〕 

暴 化 直後 は 軟らか く 体 色 は 淡 赤 紫色 の 前 款 を 除く 他 は 灰色 で 背 線 も 明瞭 た 
認め られ る が 時 間 が 経つ に つれ て 褐色 味 を 増し や が て 痛 線 も 消 を える. か た ま ・ 
っ た 後 の 体 色 は 白 に 近い 淡 褐 色 か ら 黒 褐色 迄 様々 で 同一 の も の は 殆 ん ど な 
い . 形 は 近似 竹 ウ ラ ギ ン ヒ ョ ウ モ ン に た 似 て いる が 一 廻り 大 きく , 8 で 体長 25. 
5ー26.5 mm, 体高 (第 3 腹 節 部 ) 10.1 一 10.2mm, 体 市 (第 3 腹 節 部 ) 8.5 一 
9.0mm, 体重 0.8 一 0.9 g, ? で 体長 27.5~29.0 mm, 体高 11.3 一 11.8mm, 体 巾 9.8-10.0mm, 体重 1.2 一 1.3g と 
な っ て いる . 頭 部 に は 前 方 に 向っ た 1 対 の 突起 を 有 し 鈍い が ウラ ギン ヒョウモン より は や ヽ 顕 著 で ある . 複眼 は 
粗 眼 部 と 消 眼 部 と か ら な り 滑 眼 部 の 前 端 は 触角 に , 後 端 は 前 脚 に 接し て いる . 小片 は 相 接する と と な くそ の 中 央 

に 下 居 喉 が 僅か に あら われ て いる . 前 脚 は や ヽ 長 くそ の 末端 は 前 脚 基部 より 前 郊 端 に 至 
る 長 さ の 愉 を 超え る . 中 脚 は 長く その 末端 は 中 脚 基 部 より 前 算 端 に 至る 長 さ の 刀 を 超え 
る . 前 肢 の 中 央 より や ょ 後方 及び 中 脚 の 中 央 附近 に 横 に 長い 間 状 の 小 隆起 が 見 られ る . 
触角 の 末端 は 下 題 及び 前 凌 端 に は 達せ ず そ の 末端 近く に お いて 少し 巾 広く な っ て いる . 
下 題 は 前 脚 , 中 脚 , 触角 が 並ぶ 中 央 を 第 4 腹 節 迄 通っ て いる . 前 次 の 基部 に は 顕著 な 突 
起 を 有する が 前 次 末 端 近く の 突起 は あら われ な い . 前 甚 の 末端 は 第 4 腹 節 の 後 縁 に 達 
し な い , 後半 は 第 1 一 第 4 腹 節 半 に お いて 前 翔 後 縁 に 沿っ て 少し く あ ら わ れ , さら と そ 
の 次 端 の 一 部 は 前 翔 端 か ら 下 題 の 両側 に 僅か に は み 出し 下 訓 と 共に 第 4 腹 節 後 縁 に 至 
る . 

背 側 突起 は 各 節 背面 に 一 様 と 存在 し , 亜 痛 列 突起 は 前 ・ 中 ・ 後 の 胸 節 及び 第 9 腹 節 ま 
で の 各 節 中 央 に , 気 門 上 列 突 起 は 第 2 一 第 8 腹 節 に , 気 門下 列 突 起 は 第 4 一 第 8 腹 節 に 認 
め ら れる . 突起 は それ ぞ れ 極 く 小さ きく 球状 で ある が , 亜 背 列 突起 が 最も 顕著 で 気 門 上 列 , 
気 門下 列 突 起 に な る に し た が っ て 極小 に な り そ の 痕跡 すら 認め 難い 個体 も ああ る . 前 中 後 
胸 節 第 1 一 第 7 腹 節 の 亜 背 列 突 起 , 第 2 一 第 3 腹 節 (大 型 疲 で は 第 4 腹 節 ) まで の 突起 
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の 基部 は 黄金 色 に 輝き , 中 で も 後 胸 節 が 特に , 次 いで 中 胸 第 2 腹 節 が 
顕著 で ある . 外 に 腹 節 背 面 に 背 線 の 痕跡 が 残り 第 6 一 第 8 腹 節 の 前 縁 
に 小さ な 突起 が 見 られ る . 気 門 は 前 中 胸 節 の 境 , 第 2 一 第 8 腹 節 の そ 
れ ぞ れ 両 側 に あり 長 椿 円 形 で 中 央 は 黒色 , 第 2 第 3 腹 節 の も の は 後天 
の 下 に 一 部 隠れ る も の が 多い . 懸垂 器 は よく 発達 し 末端 に は 釣 爪 を 有 
する . 17~25 日 の 期間 を 経て 羽化 する . 羽化 前 日 に は 前 次 の 環 紋 が 移 
視 出 来る . 








あ と が き 


本 文中 に も ふぁ ふれ て お いた が 未 解決 の 問題 が 相当 あり , 今後 の 研究 に 
まち た い . 局 地 性 の 蝶 で 産地 に は 多 産 する の が 常 で も ある か ら 産 地 を 控 
えた 同好 の 諸 賢 の 御 援助 御 指導 を 切 に 希望 する . 





映 1) 白水 隆 , 1941 : 本 邦 タ テハ テ フ 科 の 申 (1), 関西 昆虫 学会 会 


報 Vol. XI, Pt. 2. 

[ 藤 成 美 , 1948 : ヘ ウ モ ン テ フ 属 (Argynnis) 4 種 の 幼虫 及び 悪 に つい て , 生態 昆虫 Vol. 11, No. 5 
3) 山本 正男 , 1949: ウラ ギン ヒョウ モン の 生活 史 , 虫 報 第 1 号 

4) 工藤 茂 美 , 1951 : 蝶 の 生態 (2 ) 採集 と 飼育 Vol. 13, No. 5 

5) 井上 正 亮 ・ 林 慶二 郎 , 1952 : 蝶 の 生態 写真 集 新 昆 虫 Vol.5, No. 9 

森 石 雄 , 1957 : オオ ウラ ギン ヒョウ モン 雑録 観察 Vol.7, No. 1 





to 
] 








Resume 


\ Egg: The shape is bucket-like, 0.5 mm in basic- 
diameter, 0.3mm in top diameter and 0.7mm in height. 
The color is grey. On its surface there run some rising 
jines perpendicular, nine or ten form the middle. There 
are also about fifteen side lines which meet at right 
angle with above lines. 

Egg stage occupies about six weeks and the larva 
hatches out between the end of November and the 
beginning of December. 

Larva : The larve grows till the middle of June. It 
passes fifth moult. The first instor larva spends the 
winter without eating and then eat Viola mandshurica 
W. BECK., when it's budding in next SDring. 

Pupa : The colour is dark grey, but each has differ- 
ence. The larva spins at the roots of a weed. The 
term of pupa is about 17~25 days. 

Adnult : It appears from the earlier part of une, 
conulating between the latter part of June and the 
earlier part of July. 

After estivating from the latter part of July, it 


appears again in the end of September. 





The egg is Iaid in October near Viola mandshurica 
W. BECK. 
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に item _ _ 
っ SiZe term characteristic 
instar ーー 本 a i 
| first instar larva 5 mm 120--140 days On its body there are six 
i li f , and 
second instar larva 8 mm 7~ 10 days DE 
amid of its back runs pale 
third instar larva 12~—14 mm 5 一 7 days yellow line. 
fourth instar larva 22~25 mm 7~ 10 days 
で 6 a 
0 tt larva & 48~50 mm 0 15 days 
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クロ ヒ カ グ ゲ グモ ドキ の 生活 央 (その 
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林 守 男 ? 
Life History of Lethe marginalis MOTSCHULSKY in Japan [III | 
By MoRtO WAKABAYASHI 


[VI| 異状 型 (aberrantform ) 


大 阪 近郊 の 本 種 は 他 地 方 の ちゃ の 比べ て 一 般 和 眼 状 紋 が 発達 し て お り , 特に 前 超 衣 面 の 眼 状 攻 は 通常 3 紋 (3 
ー5 室 ) で ある の に 更 《 2 室 に 1 対 の 眼 状 攻 が 現われ て 計 4 対 紋 と な る 個体 が 割合 認 め ら れる . と の 傾向 は 雌 
に 著しく (写真 4 参照) 雄 は 雌 の それ に 比べ る と と の 眼 状 紋 は 小さ く , と き に 片方 の み に 現 われ る と と も ある ( 写 
真 2 参照) こう し た 個体 に は 正常 理 よ り も 全て の 眼 状 紋 が 更に 発達 し て いる .| 


In general there are three eye-like marks on the underside of forewings (II-V cell), but of the 





specimens captured in the neighbourhood of Osaka, the forms having four marks on the underside 
of fore wings (II~V cell) are often found. (Fig. 2 (8 left wing)jFig.4 (®@) aberrant from : 
Fig.1 (8), Fig.3 ( original type) 


[VII| 天敵 


本 種 幼虫 の 天敵 と し て は 食 草 の 項 に 述べ た 気象 , 食 草 に よる も の も その 一 つと 考え られ る が , と れ は 越冬 か ら 
以前 の 幼虫 が 主 で あり , と と で は それ を 除い た 主として 越冬 後 の 大 き な 幼 虫 の 天敵 に つい て まとめ て お く . 

本 種 の 幼虫 の クモ 類 や ハチ 類 と よっ て 被害 を 受け る と と も 割合 た 多く , ハナ グモ (Misvmena tricspidata) 価 
か , 未 同定 の 2 種 の 小型 の クモ や キイ ロス ズ メ バチ (Vespa xanthoptera) 他 , 数 種 の 中 形 の ハチ 類 , ムシ ヒキ ア 
ブ の 1 種 な ど に よる 被害 を 認め て いる . 

その 他 , ウグイ ス , メジ ロ , スズ メ 等 の 鳥類 と ょ る 被害 も ある が , 代表 的 な も の は 矢 張 り 寄 生 虹 に よる も の で 
ある . これ と は 今 の 処 , 3 種 を 認め て いる . 

1) マダ ラ ヤ ドリ バエ (Sturmia bella MErGEN ) 

2) ウタ ツヤ ドリ バエ (Argyrophylax nigritibialis BARANOFF) 

3) 種 名 不詳 (いずれ も 高野 訪 三 氏 御 同定 ) 


1) 大 阪 市 西区 九条 遂 4 一 373 
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